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22 イスラエルの人たち。このことばを聞い
てください。神はナザレ人イエスによって、
あなたがたの間で力あるわざと不思議と
しるしを行われました。それらのことに
よって、神はあなたがたに、この方の
あかしをされたのです。これは、
あなたがた自身がご承知のことです。

23 あなたがたは、神の定めた計画と神の
予知とによって引き渡されたこの方を、
不法な者の手によって十字架につけて
殺しました。



24 しかし神は、この方を死の苦しみから
解き放って、よみがえらせました。
この方が死につながれていることなど、
ありえないからです。

25 ダビデはこの方について、こう言ってい
ます。『私はいつも、自分の目の前に主
を見ていた。主は、私が動かされないよ
うに、私の右におられるからである。

26 それゆえ、私の心は楽しみ、私の舌は
大いに喜んだ。さらに私の肉体も望みの
中に安らう。



27 あなたは私のたましいをハデスに捨て
て置かず、あなたの聖者が朽ち果てる
のをお許しにならないからである。

28 あなたは、私にいのちの道を知らせ、
御顔を示して、私を喜びで満たしてくださ
る。』

29 兄弟たち。父祖ダビデについては、
私はあなたがたに、確信をもって言うこと
ができます。彼は死んで葬られ、
その墓は今日まで私たちのところにあり
ます。



30 彼は預言者でしたから、神が彼の子孫
のひとりを彼の王位に着かせると誓って
言われたことを知っていたのです。

31 それで後のことを予見して、キリストの
復活について、『彼はハデスに捨てて置
かれず、その肉体は朽ち果てない』と
語ったのです。

32 神はこのイエスをよみがえらせました。
私たちはみな、そのことの証人です。



33 ですから、神の右に上げられた
イエスが、御父から約束された聖霊を
受けて、今あなたがたが見聞きしている
この聖霊をお注ぎになったのです。

34 ダビデは天に上ったわけではありませ
ん。彼は自分でこう言っています。
『主は私の主に言われた。

35 わたしがあなたの敵をあなたの足台と
するまではわたしの右の座に着いていな
さい。』



36 ですから、イスラエルのすべての人々
は、このことをはっきりと知らなければな
りません。すなわち、神が、今や主とも
キリストともされたこのイエスを、
あなたがたは十字架につけたのです。」
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主テキスト

「すなわち、神が、今や主ともキリストともされ
たこのイエスを、あなたがたは十字架につけ
たのです。
（別訳：神は、あなたがたは十字架につけた
このイエスを、主ともキリストともされたので
す。）」

（使徒２：３６）



ペテロ説教のテーマ：
イエスは主であり、メシア（キリスト）である

第１ステージ：力あるみ業（２２節）
イエスのわざは、神の訪れの証し

第２ステージ：十字架の死（２３節）
人間の悪意の中に働く神のご計画



第３ステージ：復活（２４－３２節）
・イエスは死の中に放置されなかった
・詩篇１６篇：「主だけが私の喜び」というダビデ

の告白
・ペテロの論点

１）ダビデの確信：自分の魂が死の世界に
放置されるはずがない

２）ダビデの実際：実際には、ダビデ自身は
死んで葬られた

３）メシアの約束：主の約束はダビデの子孫
（メシア）に当て嵌まる

４）イエスがメシア：復活したイエスこそメシア



第４ステージ：昇天して神の右の座に
（３３－３４節）

・その証しが聖霊の注ぎ

・詩篇１１０篇による証明



・ペテロの論点
１）詩篇１１０：１節最初の「主は」とは、

神ご自身のこと

２）「私の主に」と言われている「主」は、
メシアのこと

３）メシアが勝利して、神の右の座に着く

４）メシアは、ダビデではなく、ダビデの子孫

５）聖霊の注ぎは、メシアたるイエスが
神の右の座に着いた証拠



５．キリストの勝利（３６節）：
人間の意地悪が神の栄光に用いられた

「あなたがたが十字架につけたこのイエスを、
神が、今や主ともキリストともされた」≒ヨセフ
の言葉「あなたがた（兄貴達）は、私に悪を計
りましたが、神はそれを、良いことのための
計らいとなさいました。」

（創世記５０：２０）



おわりに

神は、人間の悪をも、
善なる目的のために転換できる


